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ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
と
は
、
議
案
書

を
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
入
れ
、
数
千
枚
と
い
う
紙
を
無

く
し
て
議
会
を
開
催
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
入
っ
た
議
案
書
は
全
員
が

同
じ
画
面
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
説
明
者
が
ペ
ー

ジ
を
め
く
る
と
全
員
の
ペ
ー
ジ
も
め
く
れ
、
マ
ー

カ
ー
を
引
け
ば
全
員
の
画
面
で
同
時
に
マ
ー
カ
ー

が
引
か
れ
ま
す
。　

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
画
面
が
手
元
に
あ
る
イ
メ
ー

ジ
で
、
画
面
は
非
常
に
見
や
す
い
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
議
会
に
特
化
し
た

シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
通
常
の
会
議
、
研
修
で
も
使

え
る
も
の
で
、
有
効
利
用
が
図
ら
れ
る
と
の
事
で

す
。

　

実
際
の
運
用
面
を
考
え
る
と
、
執
行
部
と
の
事

前
す
り
合
わ
せ
や
、
議
会
運
営
方
法
の
検
討
、
議

場
や
役
場
庁
舎
内
のW

i-F
i

（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）
設

備
の
構
築
等
、
様
々
な
問
題
が
出
て
き
ま
す
。

　

先
進
事
例
の
話
を
聞
く
と
議
会
の
み
先
行
し
て

し
ま
い
、執
行
部
は
従
来
通
り
の
方
法
だ
っ
た
り
、

結
局
は
紙
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
両
方
を
使
っ
て
対
応

し
た
り
と
、
ま
だ
ま
だ
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
点
が
多
々
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

執
行
部
と
連
携
し
、
城
里
町
と
し
て
ベ
ス
ト
な

運
用
体
系
が
構
築
で
き
れ
ば
多
少
コ
ス
ト
は
か
か

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
以
上
の
業
務
改
善

に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
の
議
会
運
営
の
方
向
性
の
一
端
を
垣
間
見

る
事
が
出
来
た
大
変
参
考
に
な
る
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

▽
城
里
町
副
町
長
の
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

	

次
の
方
の
選
任
に
同
意
し
ま

し
た
。

	

仲
田　

不
二
雄
氏
（
上
圷
）

	

平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら
４

年
間
。

▽
地
域
と
住
民
の
安
全
を
守
る

た
め
に
、
日
本
原
子
力
発
電

㈱
が
東
海
第
二
発
電
所
再
稼

働
を
し
な
い
よ
う
求
め
る
意

見
書
採
択
に
関
す
る
陳
情

▽
「
医
師
養
成
定
員
を
減
ら
す

政
府
方
針
の
見
直
し
を
求
め

る
意
見
書
」
を
国
に
提
出
す

る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書

▽
地
域
と
住
民
の
安
全
を
守
る

た
め
に
、
日
本
原
子
力
発
電

㈱
が
東
海
第
二
発
電
所
再
稼

働
を
し
な
い
よ
う
求
め
る
意

見
書

	
経
済
産
業
大
臣
、
原
子
力
規

制
委
員
会
委
員
長
、
茨
城
県

知
事
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

▽
医
師
養
成
定
員
を
減
ら
す
政

府
方
針
の
見
直
し
を
求
め
る

意
見
書

	

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、

総
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
へ
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

第４回定例会で決まったこと・研修報告

人
　
事

陳
　
情

発
　
議

同
　
意

採
　
択

可
　
決

　
東
京
都
秋
葉
原
に
お
い
て
、
実
際
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
操
作
し
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
議
会
の

研
修
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

平
成
30
年
11
月
８
日

東
京
都
秋
葉
原

研
修
報
告


